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I
日常の労働や日常一般において，我々は財的世界を関心の尺度とし，我々に
役立つ有効なものを，良いものとする傾向がある。しかし。この様な些細な自
我主義的見方は，偉大な出来事が我々に開示され，その様な事態の生きた想念
が甦って来る時には，退いて行く。この様な場合の真の財宝とは単に我々に役
立つだけのものではなく，我々が奉仕すべきもの，即ち，偉大な生命共同体と
分かち合うことのできる「理想的財宝」に他ならない。この理想的財宝は我々
が奉仕することを要請する。それと言うのも，我々がその財宝に基づいて秩序
づけられているからに他ならない。またその財宝に注目することは我々の視野
を単に拡大するだけでなく，その視野を上部の方向へと導いて行く。それはそ
の様な精神的財宝に基づいた秩序付けが神に由来するからである。またその様
な超感覚的財宝は超自然的なものと緊密に結びついているものと見られる。
「誰が財宝を我々に教示しているのか？」と詩編の作者は呼び掛ける。「印とし
て我々の上に貴方の御顔の光があります，主よ，貴方は私の心に喜びをお与え
になっておられます」（Ps, 4, 6, 7）。この様な場合に，我々はこの神の喜びを
我々に与える時間と財宝を媒介する聖霊を厳粛で霊感に満ちた時間の中で熟慮
する。その際，この遺産の管理に当って少々の不自由，不手際，不体裁等々は
不問に付しても一向に差し支えない。
その様な厳粛で霊感に満ちたとは時間は，1909年 10月 11日，皇帝，ヴィ
９２
ルヘルムがベルリン大学創立 100周年記念祭に際して行った格調高い口調に
表れている高貴で高邁な感情と思想に思いを致して見るときのことでもあろ
う。
「大学とは」と彼は始めて「今後もさらに真実の学問，即ち，「フンボルト」
がまさしく適切に強調した様に，内面に由来し内面で育成され，また性格を作
り替え，創造さえする，その様な真実な学問を育成し，美しい特権を支配する
場所であって欲しい。大学は自らを律する高貴な自由でこの美しい特権の支配
に関与し，言い換えると，全人類に贈与されている財宝の高次な感情の管理者
であって欲しい。即ち，Communis hominum thesaurus situs est in magnis
veritatibus（全人類共通の財宝は偉大な真理の中に置かれている）のである
が，全ての真理は神に他ならない。神の精神は真理に由来し真理の修得に努力
する日々の仕事にある」と高調した。
ベルリン大学は人々が労働意欲に満ち満ちた真面目で希望の喜びに溢れた時
代の傑作であった。この時代の活動と創造の基本的調子を表現した言葉，即
ち，「過去は現代に反映されている」と言う言葉が，この時代にはなおも一般
的に通用，妥当し，皇帝の発言にもこの基本的調子は甦っていて，ベルリン大
学創設の準備と創造の偉大な時代精神が反映されていた。この調子はその後も
なお余韻を響かせ，偉大な時代に共通の特色ある残響を留めていた。それと言
うのは真理は神である（Die Wahrheit ist Gottes）と言う思想がこの偉大な
大学の時代に由来するからに他ならない。
19世紀初期の 10年間は，万事が国民の最上層部によって遂行されていた
が，それは啓蒙主義の蔓延，革命の浸食，権力支配の脅威等々で既に破滅状態
に陥っていた結果の閉塞状況，時代の根源力を取り戻すためであった。この破
壊の 10年間を支配していた処世法は，我々に利益をもたらすものが善いもの
である，との格言であった。この世代は我々を聖別すべき財宝に関して語るこ
とを忘却し，またその様な財宝の根源，即ち，神への信仰をも失念して終って
いた。そこで再建の世代はその様な財宝に関する理解を再度取り戻すために，
敬虔な思いでその様な財宝を過去に探求して行った。例えばヤコブ・グリム
９３真 理 論
（Jakob, Grimm, 1785−1863）はその『ドイツ文法辞典』でカール フォン
ザビーニーイ（Friedrich karl von Savigny, 1779−1861）に捧げた献辞にお
いて──両人は新しいベルリン大学の初期を飾る金看板教授であった──「先
代のもたらしたものは現代の我々の我が儘な用には役立たず，むしろ我々は先
代のものに敢えて参与し，彼等のものを忠実に進展させて行くと同時にまたそ
れを後世に混乱することなしに伝えて行くことである」と記述している。ヘー
ゲルは，上記皇帝の言葉と内容的に一致して，「各世代が生み出して来た学問
や精神的業績は相続遺産に他ならず，一切は先の世代全てが蓄積して来たも
の，言わば神聖な宝物であり，それは全人類が自らの生活を通して支援し，自
然と精神の深化して獲得し，感謝と歓喜で献身して来たものに他ならない」と
高唱している。
明敏なギリシャ人の含蓄に富んだ言語遊戯に巧みに教示されていると同時に
またその最高の言詞に示唆されている比喩，Mathemata anathemata＝研究
は奉納品なりとは，古代諸民族の儀式からの借用品，即ち，神殿に奉納されて
いた架け物からの借用された言辞であるが，このことから既に精神的業績が神
からの恩物と見做されていたことが了解される。
偉大な「古代人」の精神はベルリン大学創設に際しても重要な役割を果たし
ていた。ウィルヘルム フォン フンボルト（Wilhelm Freiherr von Hum-
boldt, 1767−1835）は，大学の最高責任者として研究の精神的指導者，spiritus
rector des Werkes）であったが，ギリシヤ文化の偉大な精通者であり，崇拝
者でもあった。彼の学問的精神はプラトンの『パイドロス』編に由来するとこ
ろが大きいが，この対話編には真実な学説＝logos は，精神的有機体として精
神の中で熟成し，精神的交流の中で萌芽が生じると表明されている。フンボル
ト，シュライエルマッハー，アウグスト・ベックは「プラトニスト」と呼ば
れ，彼等には神の真理の思想がギリシヤ風に理解されていた。即ち，彼等の叡
智にとっては真理以上に相応しいものは何もなく，叡智に明らかになっている
真理こそが哲学者の眼を楽しませ真理であり，心魂の故郷に他ならなかった。
その観点からすると，叡智も真理も共にただ神のみに帰属し，神が人間に関与
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を許す善は他のいかなる善よりも偉大な善で，人類史上にはこの善の他には他
の善は何一つ現れ得ない。言い換えると，それは神々の贈り物の最高傑作とし
て我々に届く。それと言うのもこの贈り物こそが世界の歩みを貫く思想に調和
をもたらすからである。
以上の様な思想は真理の財宝に対する人類に共通の喜びであるが，当時この
様な思想はまた「キリスト教」の財宝をも受容持していた。あの偉大なアリス
トテレス学徒でヘーゲルの後継者でもあった F. A．トレンデレンブルク（Frie-
drich Adolf Trendelenburg 1802−1872）の教示するところは，それぞれの真
実な認識は神に寄るものである。「我々は世界を一変の詩のごとくに読み明か
す──詩の精神が詩についている様に，神は現世を語る──我々が世俗に存在
しているのは，創造主の精神の栄光を認識するためである。世俗こそは神の本
質に対立するものに他かならない；即ち，我々がこの対立物を広く理解すれば
する程，益々深く洞察して眺め入るであろう。それだけ彼の啓示は限りなく豊
かに明示される。自然と歴史は「一つの」全体の異なれる二つの葉に過ぎな
い。歴史は，全体が「一つの」理念で提携し協力するものであるべしとすれ
ば，生きた分肢そのものであり，否，それどころか大規模な自然観，ないしは
我々の正当な全世界観の最も意義深い分肢に他ならない（『論理的探求』，II,
456）。
II
上述で論及された「有神論的－目的論的把握」は，スコラ哲学の教養を備え
て，生理学の新しい創設者となったヨハネス，ミューラー（Johannes
Müller, 1801−1858）の理解と把握でもあった。即ち，彼は有機的生命を人間
に贈られて潜在的に備わっている理性的創造力から説明した（Vgl．『観念主
義の歴史』，LLL, §, 121, 5．）。キリスト教信徒でアリストテレス学徒と呼称
されたあの偉大な地理学者，カール，リッター（Karl, Ritter, 1779−1859）
の教示するところも前者と何ら変わるところのない内的理解を明示していた。
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即ち，彼の大地と称するところは，「やがて発育・発展して行く内的萌芽を内
に秘めた穀粒種子で，それがここでは撒き人によって黄道の山野に撒かれ，そ
こで発芽，成長し，開花して適時に収穫される」。大地は彼にとって「人間教
育の住居・場所であり，不死なる聖霊・精神の住まいのための神の世界に他な
らない」。換言すると，彼の学問観は，「全ての学問がその最深部においては唯
一つであり，学問とは被造物の創造主に向かっての賛美，賛歌で，神を観照す
ることが私にとっての最高，唯一，絶対の学問に他ならない」（Ebd. 921,
922）と告白する。
偉大な「創造的」探求者であることの特徴は，部分的知識の専門領域から出
発しながらも，問題の深部を十分に理解し，あのキリスト教信徒の思想家，聖
アウグスティヌス，聖トーマス・フォン・アキナス，アキナスの根本的直観や
観照に限りなく接近し，親炙することに他ならない。それは決して驚嘆すべき
ことではない。それと言うのも全ての「業績」は真理に由来し真理のための奮
闘・努力であり，その様な創造的活動こそがまさしく親和力に富んでいるから
に他ならないからである。二人の教父哲学者が高唱する認識とは，神によって
備えられた真理が認識を精神的霊的に可能にせしめること，また精神が事物に
直面して，事物に具体化されている真理の究極的原因，即ち，神へと導かれる
こと，その様な認識を修得していることである。神は我々の理性に事物を通し
て，また直接的に神の啓示を通しても教示する。我々はこの地上で分離された
認識の源泉として理性と啓示を指示されてはいるが，神の国においては神の観
照の内にあって理性と啓示の障壁は崩壊している。もっとも今日では既にアキ
ナス学徒達の教示している様に，理性と啓示に由来し，収斂した真理は両者が
交差した状態を呈している。言い換えると，啓示された真理は理性が接近し得
る領域を所有している，即ち，聖書の叡智的内容が存在し，ここではこの聖書
の叡知的内容とは，聖書の超越的理性の神秘，praeambula（＝先行的なも
の，前提）と similitudines（＝比喩的なもの，譬喩）が与えられている。
ベルリン大学創設の協力者，シュライエルマッハーは知識と信仰，言い替え
ると，哲学と神学の問題に取り組んで，「生きたキリスト教信仰と全ての方面
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から解放された自主独立の学問的探求との間に永遠の契約を打ち立て，その結
果前者が後者を疎外したり，また後者が前者を排除したりすることもない」
と，この知識と信仰の問題に枠組を与えた。
Fr. J. Stahl（1802−1861）はこれまでに成し遂げられたきた業績に敬意を表
しつつ，一層具体的にそれらの統合を企てた。彼の根本原理によると，「哲学
が国民的財宝として存在し得るのは，哲学が公共の宗教と一致し，教会に奉仕
することができる時のみであり，かって聖トーマス・フォン・アキナスには，
公の信仰と公の教養が何らの濁りもない統一として見事に現れていたが，現代
と言うこの時代には，信仰と教養の間に激しい闘争・軋轢が生じ，相互に敵対
・分裂し仲違いして公共の全体が混乱してしまっている。哲学の再生・復興と
は，哲学が知識の全ての領域，即ち，哲学自身の偉大な業績の全てにおいて，
豊になり富むに従い，また確固としたものに基づき，宗教が深化し全ての異教
的要素が除去され，すべての契機が統合し信仰と宥和さえし，また信仰上の分
裂を調停しつつ，信仰と教養の市民的秩序の道徳的概念，基礎を確立し保証し
て，我々の時代のために，認識と学説の価値を基礎付け，かって『神学大全＝
Summa theologica』が中世世界にとって果たした様な役目を果たすこと──
換言すると，学問の改心に他ならないと，私は考えている」と高調している。
（『Philosophie des Rechts nach geschichtlicher Ansicht』II, I. XXVIIf．）。
聖トーマス・フォン・アキナス学徒達の『神学大全』が下支えの基となって
いたあの時代は「大学」の創設の時代であったが，大学はキリスト教信仰と知
識を根拠にして調和し，生活全体に由来する場所で，一面に教会の生き生きし
た諸勢力と，他面に自由な社会的様相を呈したゲルマン民族の特徴を基盤とし
ていた。1799年，ベルリン大学の創設計画が浮上してきた頃，新しい大学は
従来の伝来的形式に代わってむしろ世俗的体裁を備えるべきであるとの声が世
間で喧しかった。啓蒙主義者でフリードリッヒ大王三世の青年期の家庭教師で
もあったエンゲル（Engel）は既にその様な考えの代表者で，その頃宮廷社会
にも既に同調者が存在していた，「フランス革命が旧来の諸大学を廃止した様
に，ドイツの政界でもまたその様な考えは大いに賛同を得て，ゴート人の粗野
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な時代に由来する旧来の組合集会所を廃止し，代わりに国立主導の大学設置が
最善であろう，との考えが大勢を占めるに至っていた（Fr. Paulsen，『高等教
育史』II, 2版，241）。さらにこの様な大勢が盤石となった時には，時代の眞
摯な風潮は退廃し無知蒙昧な精神的貧困の諸成果を一掃していた。そのために
歴史的意義は十分回復されていた。即ち，国民の熱意や努力はゲルマン民族の
伝統的様式の本領を本能的に指し示していたが，また品位あるキリスト教信仰
の特色もその様式の本領として協力していたことは上述した著名な大学教授達
によって明かにされている。この様にして真理についての言葉も神の中にあ
り，その様な真理に関する言葉が，旧来の大学創設者を導いて来ていたのであ
り，この記念すべき祝典祭（ベルリン大学創立 100周年記念祭）においても
我々に何ら未知の言葉として語られているのではない。もはやこれ以上言葉上
での追求は留めて，むしろ言葉の実行に移ることこそが肝要であろう。即ち，
教育施設や教育課程全体を挙げて支持・促進し，断固として，また間断なく，
この不都合な時代的潮流に乱されて動揺することもなく，上記の様な見方・考
え方をさらに一層強固に堅持して，これを世俗を超越した歓喜を我々の心魂に
贈与する諸々の財宝の道標として厳守し実行すべきである。
III
Soli Deo，神のみに奉仕する，と聖書は荘重に力強く促している。民衆の使
途，パウロはローマ人に宛た書簡を次の様な宣言で結んでいる。「唯一の賢
者，神，汝にのみ名誉と賛美がイエス キリストを通して，永遠から永遠にあ
らまほし。アーメン」。イスラエル人がバアルとアシタロテの異教徒の礼拝に
入場を許可した時，サムエルは彼等に語って，「あなた方の心を主に向けて用
意し彼にのみ使えなさい，Domino soli，そうすれば彼はあなた方をペリシテ
人の手から救い出して下さるでありましょう」（I サムエル 7, 3）。
聖書の最も崇高な言葉さえもが乱用され得ることは，このことを丁度イエス
の誘惑が教示している通りであり（マタイ，4, 6），Deo soli もまた既に古く
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から 神的態度と言うより以上に我々には中傷とさえ感じられる様な仕方で，
この文字の意味が疎遠なものになっていた。異教徒の著作家仲間達は，背教
徒，ユスティニアヌス皇帝（331−363，ローマ皇帝）の周辺に集まって，旧約
聖書を新約聖書に突きつけ，あの異教徒の立場で嗅ぎ分け，捜し出そうと悦に
入っていた。つまり Deo soli を太陽神と読んだのは，soli が solus（のみ，た
だ）の対格と同様に sol（太陽）の属格であるが故にである。これらの新プラ
トン主義者達の聖書解釈者達は『エゼキエル書』8, 16, 17を読み直すべきで
あっただろう。
そこでは勿論，25人の男達がこの話題の主人公達で，彼等は手にした小枝
を鼻にかざして日の出に向かって祈祷を行っていたかの様であった。その様な
祈祷は予言者によって最も厳しく断罪放逐されるに違いないのであるが，その
様な気紛れな解釈はキリスト教徒達の信仰を決して混乱させるものではなかっ
た。いずれは主が太陽に「替わって」光となるであろうと予言者イザヤが教示
していたし（イザヤ，60, 19）また使徒，ヨハネもそうであった（ヨハネ黙示
録，21, 23, 22, 5）。即ち，詩篇の作者は巨人として天をその様に歩ませてい
る（詩篇，18, 6, 7）太陽を救い主の象徴として理解していた。この様にキリ
スト教世界のいずれの世代も上述の様な異教徒的理解・解釈に対しては慣れっ
こになり免責されていた。
ところが，100年後にこの Deo soli と言う言葉は由々しき使われ方をする
に至った。ルターが自己のテーゼを提示したのはヴィテンベルクの万霊教会で
あったが，この教会に掲げた門礼文には，Deo et omnibus sanctis（神と全て
の神聖な物のために）と言う文言が見られた。新しい信仰がその地で支配的と
なっていた時に，銘文（Deo soli）はその他の文言により補充され，聖人につ
いてももはや教会内では語られなくなっていた。言い替えると，聖人達は説教
や小冊子類で崇拝されるどころかむしろ侮辱の対象とされるに至たり，その立
場は世俗の皇帝閣下の権威を称揚するために役立つものとされるに至ってい
た。聖人達が一種のバアルやアシタロテ神にまで堕としめられていた。言うま
でもなく，プロテスタントの牧師達が太陽神を信仰する様なことはあり得ず，
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彼等の信仰した神は三位一体のキリスト教の神であった。しかし，当時既に
諸々の諸勢力が活動中て，それでもまだこれらの諸勢力は神にのみと言う賓
辞，allein＝soli を父に捧げていたが，年々歳々キリストの神聖は否定的とな
る一方で，その様な神の理解が支配的となり拡大して行った。ルターが聖人を
教会から追放していたならば，理神論者や啓蒙主義者達もまた「大工の子」を
追い出していたであろう。即ち，彼が「純粋な福音主義」を改革していたなら
ば，彼等もまた純化の仕事を活発に続行していたであろう。教会の中にのみ留
まっていた神はもはや殆どキリスト教徒の神ではなくなり，結論はパウロの聖
句からも大幅に踏み越えられてしまい，ただ「賢者の神」のみが注目・堅持さ
れ，しかもそれは時代の中途半端な思考家にのみ大切にされる様な「叡知」を
備えた神に他ならなかった。しかし，サムエルが自らの民衆を連れ戻した神に
ついてももはや重視されることはなくなってしまっていた。即ち，「不寛容な
狂心的エホバ（ユダヤ人の神）」は，もはや時代の頑迷固陋なペリシテ人の好
尚に合わなかった。ペリシテ人と言う言葉は頑迷固陋を意味し当時の意識のあ
り方を極めて適切に表現したものであるが，この言葉は旧約聖書においては神
の敵を特徴づけたものに他ならないので，この様な表現をした時代の特徴は極
めて不吉な悪い前兆でもである。啓蒙主義者達の「最高存在」は決してバアル
やタームッツ（Thammuz）ではなく，ペリシテ人の神に他ならなかった。
その時代の新ユダヤ人達もまた古代連盟の神には縁遠く，ただ新約聖書から
旧約聖書への帰還のみに熱意を示したのは，丁度ユスティニアヌスの仲間達と
同様であった。彼等は啓蒙主義者達に自分達の新しい叡智を与えた。即ち，聖
書批判は解放されて自分達の信仰に全く無理解となってしまっていたキリスト
教徒達への贈り物であった。ラビ達から人々が学んだことは，福音主義の良い
便りを物語りと見做すことであった。即ち，古代の神観念はやがて高尚な学術
的色調を帯びた「神話」と言う名称で呼称され，救い主の誕生の知らせは異教
徒達の神々の誕生歴史の単なる模倣に過ぎない，と教示された。言い替える
と，冬至のあの祝祭は歓迎すべき議論を提供して，太陽神が注目され，Deus
Sol が再度出現して来た。言うまでもなく，この様な神話の比較学者達が，Deo
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Soli と言う碑名にキリスト教会の最も卓越した特徴を確認していたに間違い
はないであろう。
この様に誤謬や狂気はその根源的出発点に帰還して，背教皇帝の仲間達が現
代の背教者達を引きずり込んでいるが，このことは決して不思議なことではな
い！ヴィテンベルクの太陽神の下では，「自律的」我が儘な行為が存在し，伝
統や教会からの解放は聖者の追放や伝統との断絶さらには教会儀式との決別な
どと結託して，さらなる冒 的な営みへと導かれて行った。ルターが福音書を
教会に敵対して取り扱った様な行為は，聖人や伝統や教会を弱体化させ，その
結果，結局大衆の意見から神話を収集する事態を惹起するに至った。しかし，
その様な事態に基づいた教会は「見えない」存在となり，今ではかすんで消滅
する迄に至ったしまった。新しい信仰は最初から歪んでいて無信仰となり，信
仰のみが至福に至るとの迎合的絶叫も，この益々の拡大・展開を阻止すること
が出来なくなる事態に至る。最初に我が儘が思考の主となれば，その後間違っ
た思想は留まるところを知らない結果を伴いつつ，誤った精神の持ち主の頭上
に君臨して，古代人の名誉ある運命，宿命を想起させる歴史の悲劇となり行か
ざるを得ない。
Deo Soli には，古代と現代の異教が合流しているが，両者は同等の価値を
有するものではない。背教者，ユスティニアヌス皇帝の仲間達は我々の時代の
神話比較者よりも一層理解のあった優位の立場にある。彼等の場合には太陽神
は極めて真面目で厳粛な神であった。言い替えると，教父達の信仰には慰めと
支えが求められていたし，また神智学の哲学も神智を充足させる神智（Theose-
hie），即ち，神を崇拝することを我が陣営の事柄として奮闘・努力していたの
であるが，それは彼等がキリスト教信仰の権能が信仰と立法，神秘と伝統との
結び付きに存在していることをよく承知・認識していたからに他ならない。し
かし，現代の不信仰者には，それらの全てが無縁な未知なものであり，例え
ば，神秘は彼等の心魂にとっては，単に空想・想像の遊び・遊戯としてしか映
らない。神は人間の創作物で絶えず変化し多様化する概念に過ぎないのであ
り，カントが言及していた様に，この概念が消滅して行くには何らの努力もい
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らないし，神の法は「法規に従った組織・制度」で時代の玩弄物に過ぎない。
古代の諸宗教はまさしく諸宗教であり，従ってキリスト教にもまたかなりの真
実な美しい象徴を提供していた。即ち，太陽もまた古代宗教においてはそれな
りの役割を担っていた。言い替えると，救い主の名称が光輝に取り巻かれて表
現され，聖体顕示台に載った聖餅は光輪の内に顕れる。即ち，中世の詩歌・文
学は救い主と聖女マリアを太陽と月とでしばしば比較していた。信仰深い者は
そこから太陽神（Sol Deus）を追放することなく，むしろ神の太陽（Sol Dei）
を追放して，神は，大地や大洋と同様に太陽であり，太陽は信仰者にとって感
謝である。それは太陽の光輝が照らし出す美のためであり，その美を祈祷のた
めに太陽が与えているからである。
祈祷が敬虔な象徴を退けることがなくなるにつれて，異教的祈祷から，特に
太陽の光輝と比べられる聖人の模範的祈祷から生じて来る反射としての光が尊
重されるに至る。この様にして，Deo soli（神にのみ）にもまた Omnibus sanc-
tis（全ての聖なるもの）にも共に大切なものは，神の家であり，全ての聖人
が共に働いて協力し，祈祷によって建てられてた神の家のみである。
──文学部教授──
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